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 所について、平成１４年度末までには整備、運用が予定され 

１．はじめに 

 

  現在、ＩＴ国家戦略と位置づけられたＩＴＳが推進され

ている。その中でも、高速道路の料金をノンステップで支払

いが可能なＥＴＣ（自動料金収受システム）の導入が全国の

高速道路を中心に始まった。 

このＥＴＣの導入による効果としては、料金所渋滞の解消、

キャッシュレス化による利便性の向上、管理費の節減等のほ

か、インターチェンジ（ＩＣ）をコンパクトに出来ることに

より用地費等が軽減でき、また地域の活性化が期待されてい

る。さらに高速道路と他の交通施設、港湾、空港、鉄道駅な

どと直接的な結節点が実現でき、スムーズな乗り換え、乗り

継ぎが可能となることにより効率的なインターモーダルの実

現を秘めている。 

 さらに、ＥＴＣに用いられている通信方式であるＤＳＲＣ

（狭域通信方式）を応用することにより、運行管理や料金決

済、さらには情報提供手段等の新サービスが可能となる。ま

た、このような通信技術を活用し、「道の駅」でのサービス

向上や情報提供よる活性化を図ることも有効であろう。 

 

２． 高速道路インターチェンジへのＥＴＣ活用による導入

効果 

 

（１）スマートインターチェンジについて 

 ＥＴＣは、ノンストップで料金所を通過させることで、現

在高速道路渋滞の最大要因となっている料金所での料金収受

の時間短縮を図ることが可能なシステムである。現在のＥＴ

Ｃ整備計画においては、既存の料金所にＥＴＣ設備を追加設

置する整備が主体となっている。今後は国内全ての主要料金 
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ている。 

 これまでの料金所は管理上の問題から料金所を一箇所に集

約する必要があったため、広大な用地と相当な建設コストが

かかるトランペット型等のＩＣが必要となることが多かった。

しかし、ＥＴＣが導入されることによって、料金収受の人手

が不要となり無人化も可能となるために、シンプルなダイヤ

モンド型のＩＣにすることが可能である。 

 トランペット型からダイヤモンド型に変更することが可能

なICは、同じ交通条件においては大幅に用地、建設コストの

削減が可能であるといわれている。また、現在日本のＩＣは

約１１ｋｍ間隔で整備されているが、ＥＴＣを導入すること

によりそれ以上の狭い間隔でのＩＣ整備も可能となる。この

ようにＩＣの数の増加とともに、用地面でもＩＣの周辺に遊

休土地が出来、物流施設などへの利用が考えられ、その結果

として周辺地域の活性化も促せるということが予想される。 
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ダ イ ヤ モ ン ド 型  

図 － １  Ｉ Ｃ の 形 状 の 変 化   
 

（２）現状ＩＣの分類 

 実際の高速道路におけるＩＣの形状を調査してみると、お

おむね次の5種類のタイプに分類出来る。 



① 一般的なダイヤモンド型形状のタイプ 

② 高速道路と平行している一般道を結ぶタイプ 

③ 高速道路へのアクセス道路を新設したタイプ 

④ 高速道路と一般道が交差点状のタイプ 

⑤ 高速道路とアクセス道路がＴ字型形状のタイプ 

 
図２ タイプ⑤のＩＣ 

 
（３）ＥＴＣ導入によるＩＣ周辺の変化 
  このような現在のＩＣについて、ＥＴＣの導入により遊

休空間が生じる可能性がある。その用地についての活用方法

では、将来的には物流センター、大型倉庫、大型郊外店、ア

ウトレットモールなどが挙げられよう。 

このような実際のＩＣに、ＥＴＣを導入した場合の節約で

きるＩＣ周辺用地について、東名（愛知以西）、名神および

中国高速自動車道の各ＩＣでの試算を試みた。この結果は試

算であり詳細な点はさらに検討を要するが、概ね見積もった

結果約１／３～１／２程度の用地の節減が可能であり、実際

に節約できる面積は少なくなく、経済効果も期待できる。し

かし、今回の結果はあくまで概算であり、これからの課題と

して地形・形状面の検討だけでなく、ソフト面としての交通

容量の整合性や一般道との接続性、ＥＴＣ車の普及率にも着

目し、総合的な面から検討を加えていく必要があると思われ

る。また、ＩＣ周辺用地の節減以外に、高速道路と港湾、空

港、鉄道駅といった他交通機関との結節点がＥＴＣ導入によ

り乗り換えがスムーズになりインターモーダルの利便性の向

上、効率化につながるものと考えられる。 

 

３．ＥＴＣ活用による「道の駅」への調査分析 

 

（１）はじめに 

「道の駅」は、ドライバーのための休憩施設と市町村等の整

備する各種の地域振興施設とを一体的に整備するもので、自

動車を運転する人と地域振興を目的としたものである。その

ような「道の駅」について、実態と現状を分析するためのア

ンケートを実施しその結果を分析し課題を検討した。  

 

（２）アンケートの実施 

 （ａ）調査対象の道の駅 

対象とした「あさご」・「但馬楽座」は、兵庫県の中央部

に位置し、瀬戸内海側と日本海側の交通の経過地にある。気

象は、日本海性気候であり、年平均気温は１４．５℃と低く、

年間降雨量は１．８３５mmと多い。農業・林業が産業の中

心であるが、近年における都市化の影響によって、農家人口

の減少や兼業化・高齢化が進行している。その対策として、

農地流動化の促進による中核的農家の育成や集団的土地利用

の展開から、農産物の生産体制の確立、良品質生産等生産性

の高い農林業の振興を図っている。また、地場産業の振興に

よる生産と流通が一体となった既存の特産品の開発に努め、

観光リゾートと連携した都市と農村の交流による体験農林業

の開発等にも力を注いでいる。 

 （ｂ）アンケートの内容 

アンケート項目は、①道の駅について、②道路交通の情

報提供について、③道の駅の情報提供について、④ＩＴＳ

について、⑤ＤＳＲＣを用いたサービスについて等であり、

各項目の設問として３～５個の項目がある。このアンケー

トを、道の駅を利用したドライバー約１８０人に対して行

った。 

（ｃ）実施結果 

（ⅰ）意識調査 

  アンケートの実施結果を分析すると、道の駅を訪れた回数

「来た回数」では、複数回訪れる人が多い。また、道の駅の

「良いところ」では、特産物のお土産に人気がある。これら

の結果から、「道の駅」は一般的には利用されているようで

あり、特に地域の特産品に人気がある。今後、地域の特産品

や新鮮な野菜等を積極的に販売し地場産業の発展に努めると

ともに、地域情報の提供や集客力のあるサービスを提供する

ことにより周辺地域の活性化も可能と思われる。また、「情

報提供の満足度」はほぼ半数に半数に分かれ、調査により利

用客が求めている情報が少ないように思えた。その他の調査

結果では、①内容が読みづらい、②絵図がない（あってもわ

かりにくい）、③その他の情報（気象、道路）がほしい、等

の意見があった。 

（ⅱ）意識の要因分析 

次にアンケート結果の意識調査ついて、数量化Ⅱ類を用い

て意識に関する要因分析を行った。 



（ア）「道の駅に来た回数」に関しては、図３に示すように

「職業」の影響度が高い。会社員は高く、逆に学生は低い値

である。この結果は学生（若い人）が道の駅をあまり利用し

ていないと思われる。若い人の間での関心をいかに集めるか

が今後の課題のひとつであろう。 

（イ）「交通情報の利用」では、アンケートは、①カーナビ、

②カーラジオ、③その他として質問をした。この質問は、ほ

ぼ交通情報の利用について積極的かどうかを知れる指標と考

える。分析した結果では、図４のように「どこから来たか」

が判別に強く影響している。そして、近郊の人より遠方の人

の方が交通情報の利用度が高い傾向が伺える。 
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図３ 道の駅に来た回数 
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図４ 交通情報の利用 
 

（ウ）「道の駅での情報提供の満足度」に関する質問では、

図５に示すように「どこから来たか」、「旅行目的」、「職

業」が寄与しているが、近郊の人より遠方の人が満足してお

り、仕事や観光目的の人に満足度が高い。 

（エ）「ＥＴＣの知名度」に関しては図６に示すように「ど

こから来たか」が判別に強く影響している。図の「どこから

来たか」を分析してみると、町内・郡内が低いのに対して県

内・他県（主に京阪神）が寄与している。この結果は道の駅

を支える地元住民は、都心から来た人に比べてＥＴＣなどの

最新交通情報システムについての知識が少ないことが原因で

ある可能性がある。 
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図５ 情報提供の満足度 
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図６ ＥＴＣの知名度 

 

（３）アンケート結果からの考察 

今回の道の駅に対するアンケート調査を分析した結果いくつ

かの課題が判明した。１つ目は、道の駅での情報提供の改善



が考えられる。それには人々が欲する情報は何かを探り、地

域社会と一体となって望ましい情報を「道の駅」が提供する

ことが有効と考えられる。その結果として、このような情報

提供にＩＴを活用した新しい情報システムを導入することに

より、道の駅が地域情報発信の中心の一つになればさらに地

域振興に寄与するであろう。２つ目は、サービスの向上につ

いては、各道の駅でのサービスは整ってきているが、幅広い

年齢層にも対応するためにも提供するサービスを検討し、若

い年齢層も集まる道の駅にすることが望まれる。このように、

道の駅はこれからの地方活性化の起爆剤的可能性を秘めてお

り、ETCに用いられているＤＳＲＣ（狭域通信方式）技術の

ような情報技術（IT）等の活用により新しい情報発信拠点と

しても注目される。３つ目は、地域の中核としてその地域の

古き良き伝統・文化も活かした情報発信も望まれよう。将来

的には休憩サービスの高度化、多機能化を図るとともに、地

域情報の発信基地を目指すことが望ましい。 
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図７ ＤＳＲＣの応用例 
４．ＩＴＳ（ＥＴＣ）の活用による交通結節点の改善 

 

さらに、ＥＴＣをはじめとするＩＴＳ技術を活用すること

により、特に交通結節点を中心に都市交通の利便性向上が考

えられる。それらを具体的の列挙してみると 

（１）駅前周辺の交通渋滞の解消と円滑な公共交通の確保 

（２）駅周辺駐車施設の利便性改善 

（３）合理的なＰ＆Ｒを実現する駅前駐車場 

（３）港湾物流での効率化と渋滞緩和 

（４）観光地、リゾート地の活性化 

（５）山間部等の交通困難地の安全性の確保 

（６）文化財、歴史遺産を守る監視、誘導等の防災システ

ム 

等々、での活用が考えられよう。このようにＥＴＣ等のＩ

ＴＳ技術を活用することにより、さまざまな効果を交通シス

テムのもたらすものと期待される。 

  

５．おわりに 

 

ＩＴＳは、国家戦略として始まった。この流れはその後推進

されている「ｅ－ジャパン」構想の「交通」版と考えられる。

ＩＴＳは、道路をはじめとする交通システムの「ＩＴ化」と

考えられ、今後の幅広い発展が期待出来よう。そのＩＴＳの

うちＥＴＣは、さきがけ的な技術であり今後インフラ施設を

結びついてさまざまな効果、変革をもたらすであろう。また、

その後の「ＡＨＳ」を結びついて、交通システム全体に対し

て安全性、快適性、経済的効率性、環境負荷軽減、それに新

産業創出等の効果が見込まれ、社会全体への影響も大きいも

のがある。 
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